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２０２３年１２月ＮＨＫ中国地方放送番組審議会 

 

１２月のＮＨＫ中国地方放送番組審議会は、２１日（木）、広島放送局において、１２

人の委員が出席して開かれた。 

議事に先立ち、５月１５日（月）に放送した「ニュースウオッチ９」報道へのＢＰＯ

意見について報告があり、議事に入った。 

 会議では、まず、放送番組一般について活発に意見交換を行ったあと、放送番組モニ

ター報告と視聴者意向報告、１月の番組編成の説明が行われ、会議を終了した。 

 

（出席委員） 

 委 員 長 河本 清順 （ＮＰＯ法人 シネマ尾道 代表理事） 

副委員長 細野 賢治 （広島大学 大学院統合生命科学研究科 教授） 

委  員 伊澤 大介  （有限会社森の国 代表取締役社長） 

     石橋千賀良 （七草農園 代表） 

     岩崎  誠 （中国新聞社 論説主幹） 

原田 尚美  （やまぐちシードル 代表） 

平野真里香  （有限会社平野屋 営業本部長） 

福安 佳子 （鳥取大学 非常勤講師） 

まつもとゆきひろ  （一般財団法人 Ｒｕｂｙアソシエーション 理事長） 

水口 昭弘 （水口電装株式会社 常務取締役） 

薬師寺明子 （美作大学 生活科学部社会福祉学科 准教授） 

      渡部久仁子 （特定非営利活動法人 ANT Hiroshima 理事） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜放送番組一般について＞ 

 

〇 １２月１５日(金)のＹスペ！「戦争遺産島～山口特別編～」を見た。戦争への関心

が低くなるこの時期に放送したことはよかったと思う。映像がとてもきれいで、ふだ

ん見ることができない角度からドローンで見ることができ、また、建物もそのまま残

っており、その美しさと内容の対比でより戦争の悲惨さが強調されて伝わった。元島

民や回天元搭乗員の証言によって、生々しい様子も伝わり、見ごたえのある番組だっ

た。遺跡は、保存の費用がかかったり、国や自治体の管理も難しかったりするが、映
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像で残すことはとても意義があると思う。 

 

〇 Ｙスペ！「戦争遺産島」は、およそ８０年前のことを実際の声として聞けるのはあ

とわずかだと思うので残しておくことは必要なことだと感じた。また、ふだん使わな

い、戦時中に使われていた単語は補足の説明があったほうがよいと思った。 

 

(ＮＨＫ側) 

「戦争遺産島」は、ＢＳプレミアムで８月１２日(土)に放送され

たものを再構成したものだ。いま話を聞ける人の声は本当に残さな

ければいけないと思う。また、番組で紹介することで現地に足を運

んでもらえればと思っている。 

 

〇 １２月１９日(火)の「情報維新！やまぐち」の「おたよりさんぽ」のコーナーで、

プロレスの団体を取り上げていたが、とても明るい話題なので、その後の活動も継続

取材してほしい。今後も楽しみにしている。 

 

〇 １２月７日(木)のコネクト「“核なき世界”への航路～密着 第２回締約国会議～」

は、核実験の被害者に焦点を当てて、核保有国や条約に入っていない国々を巻き込む

一つの手段として、核実験被害者の救済と環境回復を考えるという視点もよかったし、

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を絡めたこともとてもよかった。ただ、これだけ大

きな問題にしては、情報量が少なすぎたと感じた。世界でどの程度の核実験の被爆者

が存在するのか、また、ＳＤＧｓの現状と、その役割の中で核をどう考えるかという

基本的な情報と丁寧な説明があったらよかった。今後もこのテーマで継続的に発信さ

れることを期待する。 

 

(ＮＨＫ側) 

コネクト「“核なき世界”」は、どういったことが話題になったか、

会議のポイントはなんだったのかなどを速報という側面を強く出し

て放送した。一方で、じっくりと裏側を探るという視点も必要だと

考えているので今後の番組に生かしていきたい。 

 

〇 コネクト「“核なき世界”への航路」では、最後にゲストの専門家が、核抑止論を切

り崩していく必要があり、核抑止政策の問題・リスクを科学的に検証していくことで、

核の傘は実はボロボロだったのじゃないかということをみんなが知ったらどうなるの

かと投げかけていた。これを実証していき、世の中に突きつけるという流れになると

とてもよいと感じた。また、アボリジニの方の発言に対して、オーストラリア政府の
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代表はＮＨＫの取材には答えてくれなかったが、本人からは「オーストラリア政府は

聞く姿勢があると感じている」というコメントを聞き出しており、踏み込んだ内容だ

ったと思う。今後も深く掘り下げてもらいたい。 

 

(ＮＨＫ側) 

多様な考え方、意見がある中で、深く掘り下げながら今後も放送

していきたいと思っている。 

 

〇 コネクト「“核なき世界”への航路」は、核兵器禁止条約についてわかりやすく伝え

ようとする工夫が感じられたが、被爆者の悲願である核兵器廃絶については、見守っ

ていきましょうという終わり方は残念だった。ゲストの専門家の解説が分かりやすか

ったので、ポイントを可視化して、記憶に残るように、もう少し時間をかけて伝えて

ほしかった。専門家とされる人たちだけで議論するのではなく、グローバルな被爆者

や市民の活動から、そうした動きが起こっているということを伝えることも必要だと

思う。核なき世界を目指すために必要な事実や考え方、思考や行動につながるような

アカデミックな内容を一般的にわかりやすく伝える番組を作ってほしい。 

 

(ＮＨＫ側) 

コネクト「“核なき世界”への航路」のような番組については、関

心がある人から、あまり関心がなくたまたま見た人など、多様な視

聴者がいる中で、どこまでどのように伝えていくかが常に課題だと

思っている。いろいろな部分を深く掘り下げ、今後の番組や企画の

なかで取り上げていきたい。 

 

〇 １２月１５日(金)のコネクト コネクト＆さんいんスペシャル「かが屋の発見！職

人クエスト 砂像職人・レモン職人」を見た。中国地方にもたくさん芸人がいるが、

かが屋を冠にしているのはとてもよいと思う。ふたりの印象もよく、番組自体も明る

くなる雰囲気があり、楽しくテンポもよいので、幅広い年齢層で楽しめるよい番組だ。 

 

(ＮＨＫ側) 

「かが屋の発見！職人クエスト」は、今後も多くの地域でいろい

ろな職人の思いや仕事を紹介できればと思っている。 

 

〇 コネクト＆さんいんスペシャル「かが屋の発見!職人クエスト」は、２か所を取り扱

っているが統一されたフォーマットがあり番組としておもしろかった。よい番組だと

思う。 
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(ＮＨＫ側) 

フォーマットを統一感があると捉えていただけたことは大変あり

がたい。今後も試行錯誤しながら、より見やすいものを目指したい。 

 

〇 １２月１４日(木)の「ひるまえ直送便」をＮＨＫプラスで見た。「エンタメ情報」の

コーナーでオススメ映画を３本取り上げていたが、予告編を全編流してくれたのは映

画の内容について伝わりやすいのでとてもよかった。公開される県の紹介はあったが、

具体的な劇場名があったほうがよかったと思う。 

 

(ＮＨＫ側) 

オススメ映画は、定期的に紹介している。いただいた意見は今後

の参考にしたい。 

 

〇 １２月８日(金)の「お好みワイドひろしま」でのパールハーバー国立記念公園と広

島平和記念公園の姉妹公園協定については、発言をなぞって両論併記するのではなく、

和解や未来思考という言葉の意味や、その背景にある思想を共有するとともに、広島

が今まで掲げてきた言葉や行動と比較しながら、私たちはいかにあるべきかを考察す

る機会を創造するような報道をしてほしい。 

  １２月１２日(火)の「お好みワイドひろしま」での広島市長の教育勅語の引用問題

では、教育勅語とは何か、何が問題なのかを解説する必要があると感じた。また、な

ぜ市長が教育勅語を利用したのか、市長が教育勅語を利用して何を伝えていたのか、

なぜ今まで問題にならなかったかということについても、しっかりと取材してほしい。 

 

(ＮＨＫ側) 

姉妹公園協定については、それぞれどのような立場でその協定を

考えていくかということを伝えたが、これから深く掘り下げて考え

ていく問題だと思っている。教育勅語についても、これからどうい

うことができるのか議論していきたい。 

 

〇 １１月１７日(金)のコネクト「知る人ぞ知る あのスポーツで地域課題を解決！？」

は、これからの時代に合ったとてもおもしろい地域の取り組みを紹介していた。住民

とうまく折り合いをつけている様子が描かれていたので、頑張っている人たちがたく

さんいるという印象を受けた。女子野球チームを作るまでになった地域の紹介もあっ

たが、盛り上がる時期が終わっても定着していくのかが気になった。 
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(ＮＨＫ側) 

若い人たちの関心が高いスポーツを取り上げていこうと考えてい

る。今回取り上げたスポーツは比較的小規模で立ち上げることがで

きるが、さらにメジャーになっていく可能性を秘めており、今後も

取材を続けていきたい。 

今は地域を盛り上げるためにみんなが進んでやっているようだが、

年月がたってもスポーツをする方、支える方、双方がよいと思える

形になっているのか、見つめていかなければいけないと思っている。

こうした取り組みを継続的に見ていきたい。 

 

〇 １２月８日(金)のコネクト「山下健二郎 とっておき絶景旅 倉敷から鳥取・大山へ」

(総合 後 7:30～8:42 中国ﾌﾞﾛｯｸ<除く山口県域>)を見た。３日間のツーリングコース

でふだんはあまり取り上げられないエリアも紹介されていたのはよかった。それぞれ

の場面でとてもよい楽曲が挿入されていたが、曲の情報が空の色と同化して見えづら

く、すぐに消えてしまったので見せ方も検討してほしい。 

 

(ＮＨＫ側) 

コネクト「とっておき絶景旅」は、今回４回目で年に１回放送し

ているものだ。ノーナレーションで音楽と絶景と現地の人との出会

いだけで見ていくという試みをした。音楽にもディレクターのこだ

わりがあり、景色を見たいという意見もあると考え、楽曲情報は少

し短めの時間で、あえて目立たない色にしていた。今後は、もう少

し分かりやすくなるように検討したい。 

 

〇 １２月１５日(金)の＠ｏｋａｙａｍａ「ライブハウスでぶちかませ！～ここがウチ

らのハレ舞台～」は、取材期間も長く、６か所のライブハウスにはそれぞれストーリ

ーがあったと思うが、紹介でとどまりまとまりがなかったと感じた。 

 

(ＮＨＫ側) 

＠ｏｋａｙａｍａ「ライブハウスでぶちかませ！」は、６か所の

ライブハウスを紹介することもあり、一つひとつのストーリーを掘

り下げられなかったのは反省点でもある。なるべく多くのライブハ

ウスを紹介することでふだんは接してくれないような若い世代に幅

広く見てもらいたいという思いもあり、あえてあのような構成にし

ている。 
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〇 １１月２６日(日)の倉吉市で行われた「ＮＨＫのど自慢」の予選会を観覧した。申

し込み方法がオンラインになったが、夜中でも申し込めるようになったことは大変よ

かった。バンド演奏がなくなってしまったのは残念だ。予選会の模様を放送していた

が今回はなかったのも残念だ。 

 

(ＮＨＫ側) 

「ＮＨＫのど自慢」の予選会の放送については、毎回必ず放送し

ているわけではないが、全体設計の中で検討していきたい。 

 

〇 １２月５日(火)のクローズアップ現代「あすのごはんが買えない・・・暮らしを脅

かす“スーパー閉店”」は、交通弱者の高齢者が増えているという問題点が明確に指摘

され、また、鳥取や広島の先進事例が紹介されており、よい番組だった。単に高齢者

が買い物環境にアクセスできないという話ではなく、社会とのつながりを保ち病気の

発生を抑えていく対策をとらなくてはならないという専門科の指摘が明快だった。全

国のスーパーの数自体は増えているので、地元スーパー減少の何が問題なのかという

ことに、地場産業ならではの役割に焦点を当てることも求められていくと感じた。 

 

(ＮＨＫ側) 

スーパー自体の規模でいえば全体的な目減り感はないかもしれな

いが、大手スーパーは県外との取引が多く、必ずしも地元の卸業者

と取引関係が築かれている割合は多くないという事情も聞いている。

地元農家の納める場所としてＪＡ系のスーパーがなくなると、大手

スーパーには簡単に参入できないという部分を分かりやすく伝えら

れればよかった。 

 

〇 １２月１日(金)の中国！ちゅーもく！ラジオ「しまねっとラジオ」は、地域の動き

や奥出雲の紹介をとてもおもしろく聞けた。番組の冒頭でメッセージを募集していた

が、最後まで紹介がなかった。 

 

(ＮＨＫ側) 

メッセージが来ていなかったので紹介できなかったようだが、募

集のしかたについても考えていきたい。 

 

〇 １２月１３(水)～１５日(金)の「しまねっとＮＥＷＳ６１０」での「一畑百貨店閉

店まで１か月」を見た。閉店が決まったときにも取り上げていたが、今回は残り１か

月という中で、百貨店に対する思い入れのある人、経済的な影響、周南市の先行事例



 7 

の紹介など、さまざまな取り上げ方をしており、とてもよいフォローアップだった。

今後の「さんいんスペシャル」においては、専門家の意見など未来に向けての方向性

を期待している。うまくいかなかった例も参考になるかもしれない。 

 

(ＮＨＫ側) 

未来に向けての違う視点という点は、少しでも多くの視点を入れ

られるように検討したい。 

 

〇 １２月１５日(金)の歴史探偵「大坂の陣 幻の大洪水」(総合 後 10:45～16 日(土)

前 0:34.45)のアンコール放送を見た。自治体の水害ハザードマップなどにも使われる

洪水シミュレーターを活用して、西軍が大坂城の周り一帯を水浸しにする作戦を再現

しており、最新技術の応用がこれまでの歴史の定説を覆す可能性を感じる内容だった。 

 

〇 １２月２０日(水)のクローズアップ現代 放送３０周年 年末拡大ＳＰ「国谷裕子

×桑子真帆～激動の時代を越えて～」(総合 後 7:30～8:42)を見て感動した。国際情

勢においてのメディアの役割について言及していたのがとても印象的だった。メディ

アには和平の合意形成に向けての役割を期待したい。 

 

 

ＮＨＫ広島放送局 

番組審議会事務局 


